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【
現
場
レ
ポ
ー
ト
】 

関
西
発
・
産
学
官
連
携
の
最
前
線 

本
誌
編
集
委
員 

科
学
技
術
研
究
の
成
果
を
社
会
に
還
元
し
て
い
く
う

え
で
、
産
学
官
連
携
は
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
大
学
や

も
の
づ
く
り
企
業
が
集
積
す
る
関
西
地
域
、
特
に
京
都

は
産
学
官
連
携
に
は
も
っ
て
こ
い
の
土
地
柄
だ
。
そ
こ

で
、
京
都
を
中
心
と
し
た
関
西
地
域
に
お
け
る
産
学
官

連
携
の
最
前
線
を
取
材
し
た
。 

 

<

神
戸
医
療
産
業
都
市>

 

大
学
と
企
業
の
連
携
に
よ
っ
て
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す

る
過
程
で
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
課

題
に
対
し
て
何
を
す
べ
き
な
の
か
。「
神
戸
医
療
産
業
都

市
」
で
事
業
を
営
む
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
「
ポ
ラ
リ
ス

Ｒ
ｘ
社
」
代
表
取
締
役
の
遠
藤
康
浩
氏
を
訪
ね
、
そ
の

ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。 

神
戸
医
療
産
業
都
市
は
神
戸
市
沖
の
埋
立
地
で
あ
る

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
立
地
し
、
製
薬
や
医
療
機
器
な

ど
を
製
造
・
研
究
す
る
企
業
・
大
学
等
が
一
八
〇
ほ
ど

進
出
す
る
日
本
の
一
大
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
で
あ
る
。

二
一
世
紀
の
成
長
産
業
で

あ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

を
集
積
さ
せ
、
阪
神
大
震

災
後
の
神
戸
経
済
の
発
展

を
図
る
た
め
、
神
戸
市
が

主
体
と
な
っ
て
計
画
さ
れ

た
。
現
在
で
は
国
家
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
神

戸
を
越
え
た
日
本
全
体
の
医
療
産
業
の
メ
ッ
カ
と
な
っ

て
い
る
。
団
地
内
に
は
医
療
機
関
が
存
在
し
、
Ｒ
＆
Ｄ

（
研
究
開
発
）
や
製
造
だ
け
で
な
く
研
究
で
得
ら
れ
た

成
果
を
臨
床
治
療
で
生
か
し
て
い
る
。 

ポ
ラ
リ
ス
Ｒ
ｘ
社
は
二
〇
〇
六
年
、
東
京
都
中
央
区

に
て
外
資
系
製
薬
メ
ー
カ
ー
出
身
の
遠
藤
氏
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
神
戸
市
に
移
転
し
た
。
事

業
内
容
は
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
先
端
医
薬
品
や
医
療

機
器
を
海
外
の
企
業
や
大
学
か
ら
日
本
へ
導
入
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
再
生
医
療
や
遺
伝

子
治
療
と
い
っ
た
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
治
療
」
の
導

入
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
治
療
費
が
高
く
な
る
と
い
う

短
所
は
あ
る
も
の
の
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
治
療
で
あ

る
た
め
、
副
作
用
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
一
方
で
、
画
期

的
な
有
効
性
が
期
待
で
き
る
と
い
う
長
所
が
再
生
医
療

や
遺
伝
子
治
療
に
は
あ
る
と
遠
藤
氏
は
言
う
。 

遠
藤
氏
は
、
神
戸
医
療
産
業
都
市
に
事
業
所
を
設
置

す
る
長
所
と
し
て
、
人
や
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易

性
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
国
や
自
治
体
へ
の
助
成
金
の
申

請
を
一
企
業
単
体
で
は
な
く
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
式
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
る

と
い
う
。
一
方
、
課
題
と
し
て
、
企
業
間
の
横
の
繋
が

り
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

次
に
、
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
経
営
上
の
課
題

に
つ
い
て
、
産
学
官
連
携
、
資
金
調
達
と
運
用
、
バ
イ

オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
業
界
の
三
点
に
つ
い
て
聞
い
た
。 

産
学
官
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
遠
藤
氏
は
大
学

教
授
と
の
人
脈
を
挙
げ
る
。
国
か
ら
の
助
成
金
の
獲
得

は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
と
の
連
携
な
し
で
は
現
実
的
に
は
困

難
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
大

学
教
授
の
経
営
へ
の
介
入
を
挙
げ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
精

通
し
て
い
な
い
大
学
教
授
が
経
営
に
口
を
挟
む
こ
と
で
、

事
業
が
停
滞
す
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、「
京
都
大
学
や
大
阪
大
学
と
い
っ
た
大
学
の
医
学

部
は
基
本
的
に
大
手
製
薬
メ
ー
カ
ー
と
長
年
に
渡
り
結

び
つ
い
て
い
て
、
新
興
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
有
望
な
研

究
シ
ー
ズ
に
関
わ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
結
果
と

し
て
商
業
化
の
リ
ス
ク
の
高
い
シ
ー
ズ
に
し
か
ア
ク
セ

ス
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
」と
遠
藤
氏
は
指
摘
す
る
。 

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
面
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
遠
藤
氏

は
、
経
済
産
業
省
や
日
本
銀
行
が
新
産
業
育
成
の
た
め

に
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
の
投
融
資
を
促
進
さ
せ
る
方
針
を
示

し
た
こ
と
に
触
れ
、「
日
本
の
金
融
機
関
は
バ
イ
オ
ビ
ジ 

ネ
ス
へ
の
評
価
能
力
が
乏
し
く
、
資
金
が
金
融
機
関
で
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滞
留
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
な
ら
製
薬
会
社
等
が
投
資
フ

ァ
ン
ド
を
組
成
し
、
直
接
投
融
資
す
る
方
が
よ
り
効
果

的
」
と
語
っ
た
。 

バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
業
界
の
課
題
と
し
て
、
遠
藤
氏

は
人
材
面
で
の
流
動
性
の
乏
し
さ
を
指
摘
す
る
。
特
に

開
発
段
階
に
お
い
て
、
既
存
の
大
企
業
の
職
を
投
げ
打

っ
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
挑
戦
す
る
人
が
乏
し
く
、
結
果
と

し
て
退
職
者
や
適
切
な
経
験
を
有
さ
な
い
人
に
採
用
が

限
定
さ
れ
が
ち
で
あ
る
と
い
う
。 

遠
藤
氏
の
話
か
ら
は
、
資
金
面
や
人
材
面
な
ど
で
の 

必
要
以
上
の
慎
重
さ
や
変
化
へ
の
抵
抗
が
知
識
の
ビ
ジ 

ネ
ス
化
の
制
約
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。
変
化

 

を
恐
れ
ず
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
産

学
官
連
携
を
担
う
各
主
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
（
文
責 

向
井
泰
弘
） 

 

<

京
都
電
気
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト>

 

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
電
気
自
動
車(

Ｅ

Ｖ)

の
開
発
が
進
む
な
か
、
大
学
は
電
気
自
動
車
の
開
発

に
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
実
態
を
探
る
た
め
、

「
京
都
電
気
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
京
都
大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ

ト
リ
ー(

Ｖ
Ｂ
Ｌ)

施
設
長
の
松
重
和
美
教
授
を
訪
ね
た
。 

京
大
Ｖ
Ｂ
Ｌ
は
次
世
代
産
業
の
芽
と
な
る
よ
う
な
研

究
開
発
を
行
う
こ
と
、
学
生
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
イ
ン
ド

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
九
九
五
年
に
設
立

さ
れ
、
先
進
電
子
材
料
開
発
を
中
心
に
多
く
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
。「
京
都
電
気
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も

京
大
Ｖ
Ｂ
Ｌ
が
進
め
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
だ
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
地
球
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
、
ナ
ノ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
始
め
と
し
た
先
端
技
術
と
京
都
の
伝
統
文

化
を
融
合
さ
せ
た
『
地
球
・
人
に
優
し
い
京
都
電
気
自

動
車
』
を
開
発
・
提
案
す
る
こ
と
」
だ
と
松
重
教
授
は

語
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
行
う
開
発
で
は
価
格
と
性

能
が
何
よ
り
重
視
さ
れ
る
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
非
営
利
で
あ
る
大
学
で
の
研
究
と
い
う
点
を
活
か
し
、

京
都
の
竹
や
漆
を
車
体
に
使
っ
た
独
創
的
な
デ
ザ
イ
ン

の
電
気
自
動
車
の
開
発
も
行
っ
て
い
る
。 

電
気
自
動
車
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
松
重
教

授
は
、「
電
気
自
動
車
は
自
動
車
産
業
の
構
造
を
転
換
さ

せ
う
る
」
と
指
摘
す
る
。
現
在
の
自
動
車
産
業
は
、
メ

ー
カ
ー
間
の
部
品
の
互
換
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
に

加
え
、
高
度
な
エ
ン
ジ
ン
開
発
が
必
要
な
た
め
、
中
小

企
業
の
新
規
参
入
が
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
電

気
自
動
車
の
場
合
、
主
要
な
部
品
は
モ
ー
タ
ー
と
バ
ッ

テ
リ
ー
の
み
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
部
品
は
自
動
車
メ

ー
カ
ー
に
限
ら
ず
多
く
の
電
機
メ
ー
カ
ー
が
供
給
し
う

る
。
ガ
ソ
リ
ン
車
の
技
術
は
企
業
独
自(

ク
ロ
ー
ズ)

で

あ
る
の
に
対
し
て
、
電
気
自
動
車
の
技
術
は
業
界
標
準

(

オ
ー
プ
ン)

な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
長
期
の
研
究

開
発
の
必
要
性
が
あ
ま
り
な
く
、
中
小
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
に
も
参
入
し
や
す
い
と
い
え
る
。 

電
気
自
動
車
の
普
及
に
は
、
充
電
ス
タ
ン
ド
等
の
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
電

気
自
動
車
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
非
常
に
安
く
、
一

ｋ
ｍ
あ
た
り
一
円
ほ
ど(

ガ
ソ
リ
ン
車
の
約
十
分
の
一)

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
投
資
を
回

収
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
電
気
自
動
車
の
普
及
に

は
当
初
は
国
や
自
治
体
の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
今
後
、

電
気
自
動
車
が
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、

そ
れ
は
一
朝
一
夕
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

松
重
教
授
は
、
将
来
的
な
展
望
と
し
て
、
太
陽
電
池

と
蓄
電
設
備
を
組
み
合
わ
せ
た
「
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」 

神戸医療産業都市の風景 
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を
提
案
す
る
。
外
部
か
ら
の
送
電
に
頼
ら
な
い
自
己
完

結
型
の
施
設
で
あ
る
た
め
、
山
間
部
や
離
島
な
ど
に
も

設
置
し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
現
在
の
よ

う
に
、
化
石
燃
料
か
ら
生
み
出
し
た
電
気
で
走
る
電
気

自
動
車
で
は
真
に
ク
リ
ー
ン
な
自
動
車
と
は
い
え
な
い
。

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
に
は
電
気
自
動
車
の
普
及
に
合
わ

せ
て
、
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
給
電
施
設
を
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

二
〇
一
〇
年
四
月
に
は
、
京
大
Ｖ
Ｂ
Ｌ
内
に
学
生
の 

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
モ
ー
タ
ー
ス
」

が
設
立
さ
れ
、
製
造
か
ら
販
売
ま
で
を
見
据
え
た
電
気

自
動
車
事
業
に
本
格
的
に
参
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
本
格
的
な
産
学
の
連
携
が
始
ま
っ

た
の
は
ほ
ん
の
十
数
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
松
重
教

授
は
述
懐
す
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
大
学
は
完
全
に
非
営

利
組
織
で
あ
る
べ
き
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
べ
き
で
な

い
、
と
い
う
風
潮
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大

学
の
知
は
社
会
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
起
業

精
神
の
育
成
も
大
学
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。「
京
都
電

気
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
大
学
と
社
会
と
を
架

橋
す
る
挑
戦
的
な
試
み
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

（
文
責 

籾
山
大
輝
） 

 <

京
都
府
の
ポ
ス
ド
ク
支
援
事
業>

 

「
高
学
歴
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
博
士
課
程
修
了
後
も
研
究
室
に
残
り
、

任
期
制
の
研
究
員
な
ど
と
し
て
研
究
を
続
け
る
ポ
ス
ト

ド
ク
タ
ー
（
ポ
ス
ド
ク
）
の
生
活
や
処
遇
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
博
士
号
を
取
得
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
か
な
か
正
規
の
研
究
職
に
つ
け
ず
、
不
安
定
な
雇
用

状
態
で
年
齢
を
重
ね
て
い
く
ポ
ス
ド
ク
が
あ
と
を
絶
た

な
い
の
だ
。
こ
う
し
た
な
か
、
京
都
府
が
ポ
ス
ド
ク
の

就
職
支
援
と
中
小
企
業
の
技
術
力
向
上
の
一
石
二
鳥
を

目
指
す
全
国
初
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。
こ
の
京
都
府

の
先
進
的
な
ポ
ス
ド
ク
支
援
事
業
の
実
態
を
追
っ
た
。 

そ
も
そ
も
ポ
ス
ド
ク
問
題
は
、
国
が
進
め
た
政
策
に

原
因
が
あ
る
。
旧
文
部
省
が
推
進
し
た
大
学
院
重
点
化

計
画
に
よ
る
大
学
院
定
員
の
拡
大
や
「
ポ
ス
ト
ド
ク
タ

ー
等
一
万
人
支
援
計
画
」
が
博
士
号
取
得
者
を
急
激
に

増
加
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
博
士
号
取
得
者
を
国

際
競
争
力
の
あ
る
科
学
技
術
研
究
の
担
い
手
と
し
て
重

点
的
に
育
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
、
学

術
論
文
数
の
飛
躍
的
な
増
加
等
、
日
本
の
基
礎
科
学
研

究
力
の
向
上
に
一
定
程
度
役
立
っ
た
。 

し
か
し
一
方
で
、
ポ
ス
ド
ク
を
経
験
し
た
博
士
号
取

得
者
の
就
職
先
と
し
て
考
え
ら
れ
る
大
学
等
の
正
規
の

研
究
職
の
定
員
は
増
え
て
お
ら
ず
、
多
く
の
企
業
も
ポ

ス
ド
ク
の
採
用
に
は
二
の
足
を
踏
ん
で
い
る
。
こ
の
た

め
、
将
来
の
展
望
を
確
立
で
き
な
い
ま
ま
年
齢
を
重
ね

る
ポ
ス
ド
ク
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
。
大
学
が
集
積
す
る
京
都
府
内
で
は
、
定
職
に
就

い
て
い
な
い
ポ
ス
ド
ク
が
約
二
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
っ
て

い
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
京
都
府
は
、
今
年
七
月
、

京
都
府
下
京
区
の
京
都
府
中
小
企
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内

に
中
小
企
業
技
術
力
向
上
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。

同
支
援
セ
ン
タ
ー
は
公
募
に
よ
り
博
士
課
程
修
了
者
を

採
用
し
、
職
員
と
し
て
六
ヶ
月
間
、
有
給
で
雇
用
す
る
。

雇
用
期
間
中
は
、
講
義
を
通
じ
て
社
会
人
ス
キ
ル
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
各
ポ
ス
ド
ク
の
専
門
分
野
に
と

ら
わ
れ
ず
に
、
現
場
の
企
業
が
必
要
と
す
る
技
術
に
つ

い
て
実
践
的
な
研
修
も
行
う
。
こ
れ
ら
一
連
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
ポ
ス
ド
ク
の
企
業
へ
の
就
職
を
支

援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
年
度
は
男
性
二
人
、
女

松重教授と京都風竹型電気自動車 
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性
三
人
の
計
五
人
が
支
援
セ
ン
タ
ー
に
採
用
さ
れ
た
。

平
均
年
齢
は
約
三
五
歳
。
府
は
来
年
度
以
降
も
事
業
を

続
け
、
採
用
人
数
を
一
〇
名
程
度
ま
で
増
や
す
こ
と
も

検
討
し
て
い
る
。 

研
修
と
並
行
し
て
、
ポ
ス
ド
ク
と
中
小
企
業
の
交
流

会
が
定
期
的
に
開
か
れ
て
い
る
。
交
流
会
で
は
、
中
小

企
業
の
経
営
者
に
よ
る
自
社
の
要
望
す
る
人
材
に
つ
い 

て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
、
ポ
ス
ド
ク
に
よ
る
自
身
の
研
究 

成
果
の
プ
レ
ゼ
ン
等
が
行
わ
れ
る
。
中
小
企
業
に
は
、

企
業
風
土
に
博
士
は
な
じ
ま
な
い
、
扱
い
に
く
い
と
い 

う
発
想
が
あ
り
、
修
士
号
取
得
者
ま
で
し
か
採
用
し
な 

い
傾
向
が
あ
る
。
一
方
、
ポ
ス
ド
ク
側
に
も
、
研
究
職

 

で
身
を
立
て
た
い
が
、
企
業
で
は
自
分
の
体
得
し
た
高

度
な
技
術
を
活
か
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
不

安
が
あ
る
。
こ
れ
ら
相
互
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
解

消
し
て
お
互
い
に
理
解
を
深
め
、
ポ
ス
ド
ク
と
中
小
企

業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
す
る
狙
い
が
交
流
会
に
は
あ

る
。 交

流
会
で
企
業
と
ポ
ス
ド
ク
の
相
互
の
合
意
が
あ
っ

た
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
相
当
す
る
ト
ラ
イ
ア

ウ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
。
現
場
で
の
技
術
を
学

び
つ
つ
、
企
業
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
力
を
養
い
、

そ
の
後
就
職
へ
と
至
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
就
職
後

は
、
高
度
な
研
究
ス
キ
ル
や
知
識
を
持
っ
た
即
戦
力
と

し
て
、
中
小
企
業
の
競
争
力
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
内
定
者
も
一
名
誕
生
し

て
い
る
と
い
う
。
相
互
に
不
信
感
を
持
ち
が
ち
な
ポ
ス

ド
ク
と
企
業
を
結
び
つ
け
、
両
者
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
可
能
性
を
秘
め
た
本
事
業
は
有
意
義
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
（
文
責 

三
谷
真
吾
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 <

京
都
の
産
学
連
携
支
援
機
関>

 

産
学
連
携
支
援
機
関
は
、
大
学
・
企
業
・
公
的
機
関

を
結
び
つ
け
、
産
学
官
連
携
を
支
援
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
産
学
官
連
携
の
支
援
、
②
産
学
官
連
携
に
つ
い
て

の
情
報
の
提
供
、
③
交
流
会
や
関
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
に
よ
る
産
学
官
連
携
事
業
の
推
進
、
④
産
学
官
連
携

に
関
す
る
提
言
・
要
望
の
取
り
ま
と
め
と
い
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
産
学
連
携
支
援
機
関
の

実
態
と
課
題
を
探
る
た
め
、「
京
都
産
学
公
連
携
機
構
・

グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
推
進
室
」
、
「
財
団
法
人
京
都
高
度
技

術
研
究
所
・
京
都
環
境
ナ
ノ
ク
ラ
ス
タ
ー
本
部
」
と
い

う
京
都
に
お
け
る
二
つ
の
産
学
連
携
支
援
機
関
を
取
材

し
た
。 

京
都
産
学
公
連
携
機
構
・
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
推
進
室

は
、
二
〇
〇
九
年
に
京
都
府
・
京
都
市
域
が
文
部
科
学

省
と
経
済
産
業
省
が
共
管
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
産
学
官

連
携
拠
点
」
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
設
立
さ
れ
た
。
京

都
に
お
け
る
産
学
官
連
携
の
基
盤
的
組
織
で
あ
る
京
都

産
学
公
連
携
機
構
が
推
進
主
体
で
あ
る
。
京
都
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
し
、
連

鎖
的
・
持
続
的
に
新
し
い
事
業
を
創
り
出
し
て
い
く
仕

組
み
を
造
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
と
産
業
の
一
層
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

他
方
、
京
都
高
度
技
術
研
究
所
・
京
都
環
境
ナ
ノ
ク

ラ
ス
タ
ー
本
部
は
、
文
部
科
学
省
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創

成
事
業
（
第Ⅰ

期
）
の
成
果
を
ベ
ー
ス
と
し
て
二
〇
〇

八
年
に
設
立
さ
れ
た
。
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
核
に
、

二
一
世
紀
の
地
球
環
境
問
題
に
対
応
す
る
「
環
境
ナ
ノ

部
材
」
の
研
究
開
発
を
行
い
、
京
都
お
よ
び
「
け
い
は

ん
な
」
地
域
に
高
機
能
部
材
産
業
を
集
積
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
を

形
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。 

中小企業技術力向上センターでの研修風景 
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い
ず
れ
も
文
部
科
学
省
の
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事

業
を
き
か
っ
け
に
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
に

京
都
が
採
択
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
ど
ち
ら
の
機
関
で

も
指
摘
さ
れ
た
の
が
「
京
都
の
強
み
」
で
あ
る
。
京
都

に
は
京
都
大
学
を
始
め
と
し
て
多
く
の
大
学
が
あ
り
、

知
の
集
積
が
進
ん
で
い
る
。
加
え
て
、
京
都
や
そ
の
周

辺
の
関
西
地
域
に
は
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
や
半
導

体
の
よ
う
な
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
産
業
の
集
積
が
見
ら

れ
、
大
学
の
技
術
と
企
業
の
技
術
・
事
業
化
ノ
ウ
ハ
ウ

の
連
携
を
図
る
の
に
基
礎
的
な
条
件
が
備
わ
っ
て
い
る
。

京
都
に
集
積
す
る
大
学
の
知
が
環
境
分
野
で
活
用
さ
れ

る
こ
と
は
今
後
の
関
西
地
域
の
産
業
の
発
展
と
い
う
面

か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
「
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
革
新
的
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
」
や
「
新
燃
料
生
産
用
触
媒
技
術
の
開
発
」

な
ど
に
お
い
て
産
学
官
連
携
に
よ
る
事
業
化
の
芽
が
生

ま
れ
て
き
て
い
る
。
京
都
産
学
公
連
携
機
構
・
グ
ロ
ー

バ
ル
拠
点
推
進
室
の
藤
原
義
弘
氏
は
「
大
学
と
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
が
集
積
す
る
京
都
で
は
、
も
っ
と
産
学
連
携

が
進
ん
で
も
い
い
は
ず
だ
」
と
指
摘
す
る
。 

現
在
、
京
都
環
境
ナ
ノ
ク
ラ
ス
タ
ー
本
部
に
は
九
名

の
科
学
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
働
い
て
い
る
。
同

本
部
で
科
学
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り
ま
と
め

役
を
し
て
い
る
高
山
卓
之
氏
は
、
科
学
技
術
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
、「
彼
ら
は
主
に
企
業
を
退

職
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
り
、
各
自
が
担
当
分
野
を
持

ち
、
企
業
時
代
の
人
脈
や
技
術
に
関
す
る
知
識
を
基
盤

に
産
学
官
連
携
を
進
め
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。
具
体

的
に
は
、
企
業
と
大
学
の
連
携
に
お
け
る
進
捗
の
フ
ォ

ロ
ー
、
大
学
の
技
術
の
企
業
へ
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
間
の
情
報
共
有
に
も
努
め

て
い
る
と
い
う
。 

京
都
に
お
け
る
産
学
官
連
携
は
ま
だ
発
展
途
上
で
あ

る
と
い
う
の
が
今
回
の
取
材
で
感
じ
た
印
象
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
産
学
官
連
携
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
課
題

も
見
え
て
き
た
。 

第
一
に
資
金
面
で
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
産
学
連

携
支
援
機
関
の
運
営
は
国
の
予
算
に
依
存
し
て
い
る
。

昨
年
行
わ
れ
た
行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け
で
は
、

知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
が
廃
止
の
判
定
を
下
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
事
業
の
必
要
性
か
ら
従
来
の
委
託
事
業

か
ら
補
助
金
事
業
に
変
更
し
た
上
で
事
業
の
存
続
が
決

定
さ
れ
た
が
、
国
の
財
政
事
情
や
時
の
政
権
の
政
策
に

左
右
さ
れ
る
な
か
で
は
、
中
長
期
的
な
産
学
官
連
携
計

画
を
構
築
で
き
な
い
危
う
さ
を
は
ら
む
。
今
後
は
自
治

体
の
自
主
財
源
に
よ
る
運
営
も
視
野
に
い
れ
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 

第
二
に
産
学
連
携
支
援
機
関
の
役
割
や
機
能
分
担
で

あ
る
。
今
回
は
国
の
事
業
で
設
立
さ
れ
た
産
学
連
携
支

援
機
関
を
取
材
し
た
が
、
他
に
大
学
独
自
で
設
立
し
た

も
の
も
あ
る
。
よ
り
効
率
的
な
産
学
官
連
携
の
実
現
に

は
産
学
連
携
支
援
機
関
間
の
連
携
や
情
報
の
一
元
化
・

役
割
分
担
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

第
三
に
縦
割
り
行
政
の
弊
害
で
あ
る
。
文
部
科
学
省

の
所
管
す
る
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
で
は
経
済
産

業
省
の
事
業
と
違
い
補
助
金
を
大
学
に
給
付
す
る
こ
と

し
か
で
き
ず
、
企
業
へ
の
資
金
供
給
は
想
定
さ
れ
て
い

な
い
。
よ
り
効
率
的
な
資
金
活
用
が
で
き
る
よ
う
、
縦

割
り
行
政
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
課
題
も
あ
る
が
、
今
回
取
材
し
た
二

つ
の
事
業
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
成

り
行
き
を
注
視
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

（
文
責 

田
中
英
徳
） 

京都高度技術研究所 


